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優秀賞　教育長賞　岡山市立旭東中学校２年　小若舞理愛
−絵の説明−　スタッフさんは笑顔で『今日もぼっけえおいしいが‼』と牛に語りかけています。言葉は通じな

くても、幸せそうな表情で感謝の気持ちは伝わります。岡山弁の『ぼっけえ』という言葉を使うと、
とてもおいしそうに聞こえるので、絵とマッチするようにこだわりました。

　令和元年度

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞作品



現
況
調
査
ま
と
ま
る

乳
牛
総
頭
数
は
１
５
，４
２
１
頭

　

令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
で
の
現
況
調

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に

は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

☆
戸
数
・
頭
数

　

乳
牛
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
は
表
１
の

と
お
り
１
９
４
戸
、
１
５
，４
２
１
頭
と

前
年
８
月
に
比
べ
戸
数
で
は
20
戸
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
頭
数
で
は
５
８
０
頭
の
増

頭
と
な
り
ま
し
た
。
品
種
別
で
は
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
は
１
３
，７
５
３
頭
（
３
５
４

頭
増
）
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
他
は
１
，
６
６
８

頭
（
64
頭
減
）
で
し
た
。

　

飼
養
戸
数
の
内
訳
は
、
表
２
の
と
お
り

関
係
機
関
を
除
く
搾
乳
農
家
が
１
９
１

戸
、
育
成
農
家
６
戸
、
関
係
機
関
４
戸
で

す
。
ま
た
、
肉
用
牛
飼
養
農
家
は
36
戸
で

し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
は
１
１
，３
２
５
頭

（
５
８
５
頭
増
）
育
成
牛
頭
数
は
４
，

０
９
６
頭
（
２
９
５
頭
増
）。
１
戸
当
た

り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
77
・
１
頭
、
平
均

経
産
牛
頭
数
は
56
・
６
頭
。
育
成
牛
率
は

26
・
６
％
と
な
り
、
前
年
と
比
較
し
２
・

４
％
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

☆
各
地
区
の
飼
養
状
況

　

乳
牛
飼
養
総
頭
数
を
地
区
ご
と
に
見
る

と
（
表
１
）
南
支
所
で
は
、
西
大
寺
地
区

が
１
６
４
頭
減
少
、
備
南
地
区
が
６
４
８

頭
増
頭
、
び
ほ
く
地
区
が
１
１
０
頭
減

少
。
津
山
支
所
で
は
、
勝
英
地
区
が
36
頭

増
頭
、
津
山
地
区
が
99
頭
減
少
、
真
庭
地

区
が
21
頭
減
少
と
な
り
全
体
で
は
備
南
地

区
の
増
頭
に
よ
り
、
２
９
０
頭
の
増
頭
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
育
成
牛
率
で
全
体
の
平
均
よ
り

高
い
地
区
は
津
山
・
真
庭
・
西
大
寺
・
び

ほ
く
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
飼
養
頭
数
別
の
酪
農
家
戸
数

　

表
３
の
飼
養
頭
数
別
酪
農
家
戸
数
を
み

ま
す
と
30
頭
未
満
の
飼
養
農
家
は
68
戸

（
34
・
０
％
）、
30
頭
か
ら
49
頭
の
飼
養

農
家
は
44
戸
（
22
・
０
％
）、
50
頭
か
ら

79
頭
の
飼
養
農
家
は
46
戸
（
23
・
０
％
）、

80
頭
か
ら
１
４
９
頭
の
飼
養
農
家
は
29
戸

（
14
・
５
％
）、
１
５
０
頭
か
ら
４
９
９

頭
の
飼
養
農
家
は
10
戸
（
５
・
０
％
）、

５
０
０
頭
以
上
の
飼
養
農
家
３
戸
（
１
・

５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和２年８月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西 大 寺 備　　南 び ほ く 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

乳 牛 飼 養 戸 数
（対前年増減）

31 27 23 81 32 38 43 113 194
（−4） （0） （−4） （−8） （−3） （−5） （−4） （−12） （−20）

乳 牛 総 頭 数
（対前年増減）

1,336 6,113 1,052 8,501 2,123 1,969 2,828 6,920 15,421
（−164） （648）（−110） （374） （36） （−99） （−21） （−84） （290）

経 産 牛 頭 数
（対前年増減）

902 4,803 768 6,473 1,648 1,308 1,896 4,852 11,325
（−103） （768） （−47） （618） （8） （−47） （6） （−33） （585）

経 産 牛 頭 数 の
占める割合（％） 8.0% 42.4% 6.8% 57.2% 14.6% 11.5% 16.7% 42.8%

経 産 牛 率（％） 67.5% 78.6% 73.0% 76.1% 77.6% 66.4% 67.0% 70.1% 73.4%

育 成 牛 率（％） 32.5% 21.4% 27.0% 23.9% 22.4% 33.6% 33.0% 29.9% 26.6%

ホルスタイン種 1,320 6,100 1,038 8,458 2,123 1,962 1,210 5,295 13,753

ジャージー種他 16 13 14 43 0 7 1,618 1,625 1,668

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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☆
哺
育
素
牛
・
肥
育
・

和
牛
繁
殖
関
係
の
頭
数

　

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総

頭
数
は
４
，９
８
８
頭
で
す
。
う
ち
哺
育

農
家
、
肥
育
農
家
、
和
牛
繁
殖
農
家
の
飼

育
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
Ｆ
１
・
和
牛
等

の
頭
数
は
４
，１
３
１
頭
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
の
飼
育
す
る
Ｆ
１
・
和

牛
等
の
哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛

の
総
頭
数
は
８
５
７
頭
で
す
。

☆
飼
料
作
付
面
積

　

自
給
飼
料
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
１
，５
５
７
ha
、
ス
ー
ダ
ン
・
ソ

ル
ゴ
ー
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
そ
の
他
牧
草

の
順
で
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

おからく現況調査総括表（表２）
令和２年８月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西大寺 備　南 びほく 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

酪 農 家 戸 数

搾乳農家 30 27 23 80 32 37 42 111 191

育成農家 1 1 2 2 1 3 5

合　　計 31 27 24 82 32 39 43 114 196

関係機関戸数

搾乳農家 1 1 1 1 2 3

育成農家 0 1 1 1

合　　計 1 0 0 1 0 1 2 3 4

酪 農 場 総 数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 31 27 23 81 32 38 43 113 194

育成農家 1 1 2 2 2 4 6

合　　計 32 27 24 83 32 40 45 117 200

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 3 4 5 12 9 12 3 24 36

総農家戸数（関係機関を含む） 35 31 29 95 41 52 48 141 236

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 54 329 64 447 78 131 87 296 743

６〜24ヶ月 339 1,027 197 1,563 379 495 268 1,142 2,705

24ヶ月以上 927 4,744 777 6,448 1,666 1,336 855 3,857 10,305

合　計 1,320 6,100 1,038 8,458 2,123 1,962 1,210 5,295 13,753

うち経産牛頭数 897 4,794 754 6,445 1,648 1,304 783 3,735 10,180

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 3 3 1 103 104 107

６〜24ヶ月 8 4 12 2 397 399 411

24ヶ月以上 5 9 14 28 4 1,118 1,122 1,150

合　計 16 13 14 43 0 7 1,618 1,625 1,668

うち経産牛頭数 5 9 14 28 4 1,113 1,117 1,145

乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 1,336 6,113 1,052 8,501 2,123 1,969 2,828 6,920 15,421

経 産 牛 頭 数 902 4,803 768 6,473 1,648 1,308 1,896 4,852 11,325

乳用牛１戸当たり飼養頭数 41.8 226.4 43.8 102.4 66.3 49.2 62.8 59.1 77.1
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 28.2 177.9 32.0 78.0 51.5 32.7 42.1 41.4 56.6

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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市町村別酪農家戸数・頭数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和２年８月１日現在

支　所
事務所

市町村
平
均
年
齢

乳　牛　飼　養　頭　数 経　産　牛　頭　数 飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数 平
均
頭
数

６ヶ月
未　満
雌子牛

６ヶ月
〜

24ヶ月

24ヶ月

以　上
計

前 年
頭 数
R 2 . 8 . 1

搾
乳
牛

乾
乳
牛

肥
育
牛

経
産
牛
計

1
〜
9

10
〜
19

20
〜
29

30
〜
39

40
〜
49

50
〜
59

60
〜
79

80
〜
99

100
〜
149

150
〜
249

250
〜
499

500
〜
999

1000
以
上

計

南　
　
　
　
　
　
　
　

支　
　
　
　
　
　
　
　

所

西
大
寺

赤磐市 38 8 22 30 37 8 13 21 1 1 30

岡山市 67 27 148 359 534 571 310 45 355 1 1 3 2 2 2 11 49

吉備中央町 52 5 45 138 188 204 106 21 1 128 2 1 1 4 47

倉敷市 39 2 6 28 36 42 23 5 28 1 1 36

瀬戸内市 67 21 137 360 518 618 312 41 353 1 3 1 2 1 5 1 14 37

備前市 63 2 3 25 30 28 16 1 17 1 1 30

小計 65 57 347 932 1,336 1,500 775 126 1 902 2 4 4 9 1 6 4 0 2 0 0 0 0 32 42

備　

南

浅口市 65 4 28 75 107 100 64 11 75 1 1 1 3 36

井原市 62 18 37 124 179 152 105 19 124 1 1 1 3 60

笠岡市 51 279 844 4,204 5,327 4,696 3,632 625 4,257 2 2 2 1 2 1 10 533

倉敷市 59 20 60 249 329 341 216 29 1 246 1 1 2 2 2 1 9 37

高梁市 38 7 53 82 142 143 72 10 82 1 1 142

矢掛町 73 1 9 19 29 33 15 4 19 1 1 29

小計 57 329 1,031 4,753 6,113 5,465 4,104 698 1 4,803 3 2 4 2 2 3 1 4 2 1 2 1 27 226

び
ほ
く

吉備中央町 62 28 78 279 385 388 223 41 264 1 3 1 1 1 7 55

高梁市 53 25 84 362 471 553 305 52 357 1 2 1 1 1 1 1 8 59

新見市 63 2 8 42 52 65 35 5 40 2 2 26

真庭市 64 9 27 108 144 156 95 11 1 107 1 2 3 1 7 21

小計 60 64 197 791 1,052 1,162 658 109 1 768 3 2 10 3 2 1 0 0 1 2 0 0 0 24 44

南支所　計 60 450 1,575 6,476 8,501 8,127 5,537 933 3 6,473 8 8 18 12 5 9 7 1 7 4 1 2 1 83 102

津　
　
　
　
　

山　
　
　
　
　

支　
　
　
　
　

所

勝　
　
　
　
　

英

勝央町 58 58 206 821 1,085 1,064 691 119 810 1 1 1 3 2 2 1 2 1 14 78

津山市 59 2 1 44 47 50 39 5 44 2 2 24

奈義町 60 12 156 635 803 784 536 92 7 635 2 3 1 1 1 2 1 11 73

西粟倉村 69 6 35 41 39 22 8 30 1 1 2 14

美作市 54 6 10 131 147 150 117 12 129 1 1 1 3 74

小計 58 78 379 1,666 2,123 2,087 1,405 236 7 1,648 0 5 3 6 4 2 3 2 5 0 2 0 0 32 66

津　
　
　
　
　

山

岡山市 62 46 158 424 628 637 362 56 418 1 1 3 1 1 1 8 79

鏡野町 49 6 24 68 98 96 54 9 63 1 1 2 49

久米南町 70 11 26 68 105 113 54 4 58 1 1 105

津山市 57 52 227 574 853 882 482 82 564 1 3 2 4 3 5 2 1 21 41

美咲町 60 17 62 206 285 340 158 47 205 1 1 4 1 1 8 36

小計 60 132 497 1,340 1,969 2,068 1,110 198 0 1,308 3 5 6 5 4 5 5 2 4 1 0 0 0 40 49

真　

庭

新庄村 69 8 0

真庭市 57 190 665 1,973 2,828 2,841 1,600 296 1,896 2 5 5 3 5 6 9 2 6 2 45 63

小計 57 190 665 1,973 2,828 2,849 1,600 296 0 1,896 2 5 5 3 5 6 9 2 6 2 0 0 0 45 63

津山支所　計 59 400 1,541 4,979 6,920 7,004 4,115 730 7 4,852 5 15 14 14 13 13 17 6 15 3 2 0 0 117 59

合　　計 59 850 3,116 11,455 15,421 15,131 9,652 1,663 10 11,325 13 23 32 26 18 22 24 7 22 7 3 2 1 200 77

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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乳
和
食
料
理
講
習
会

勝
英
酪
農
女
性
部
研
修
会

　

７
月
30
日
、
津
山
地
区
酪
農
女
性
部
と

ふ
れ
あ
い
料
理
倶
楽
部
が
「
乳
和
食
料
理

講
習
会
」
を
津
山
市
加
茂
町　

加
茂
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
料
理
倶
楽
部
は
、
津
山
市
内

の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
毎
月
１

回
料
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
７
月
に

依
頼
が
あ
り
、
牛
乳
乳
製
品
を
使
っ
た
料

理
講
習
会
を
津
山
地
区
酪
農
女
性
部
の
方

と
一
緒
に
行
い
、
今
回
８
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

暑
く
な
る
と
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
ば
か

り
食
べ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
と

近
年
高
齢
者
の
栄
養
失
調
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
対
策

と
し
て
牛
乳
を
料
理
に
使
う
こ
と
で
栄
養

が
補
え
、
美
味
し
く
減
塩
が
で
き
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
さ
ん
ま

と
し
ょ
う
が
の
牛
乳
ご
は
ん
」「
お
豆
腐

　

７
月
31
日
、
勝
英
酪
農
女
性
部
の
研
修

会
が
ホ
テ
ル
作
州
武
蔵
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
バ
ル
ク
室
の
衛
生
」
と
題
し
、
搾
乳

と
チ
ー
ズ
の
ね
ぎ
お
か
か
和
え
」「
み
ょ

う
が
の
甘
酢
漬
け　

ホ
エ
イ
漬
物
」「
減

塩
み
そ
汁
」
の
４
品
を
調
理
し
ま
し
た
。

最
初
に
乳
和
食
の
基
本
で
あ
る
「
乳
清
と

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
」
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
使
い
、「
さ
ん
ま
と

し
ょ
う
が
の
牛
乳
ご
は
ん
」
を
作
り
ま

す
。
さ
ん
ま
の
蒲
焼
の
缶
詰
を
汁
ご
と
入

れ
、
乳
清
と
お
水
で
炊
き
、
ト
ッ
ピ
ン
グ

に
刻
み
ネ
ギ
と
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
を
の

せ
る
だ
け
で
出
来
上
が
り
ま
す
。
し
っ
か

り
味
の
つ
い
た
炊
き
込
み
ご
飯
の
よ
う
で

す
が
、塩
分
は
０
・
９
ｇ
に
納
ま
り
ま
す
。

「
お
豆
腐
と
チ
ー
ズ
の
ね
ぎ
お
か
か
和

え
」
は
、
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
と
木
綿
豆

腐
を
少
量
の
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ
で
味
付
け

し
ま
す
。「
み
ょ
う
が
の
甘
酢
漬
け　

ホ

エ
イ
漬
物
」
は
、
乳
清
と
す
し
酢
で
少
し

煮
る
だ
け
で
す
。「
減
塩
み
そ
汁
」
は
、

油
揚
げ
と
旬
の
オ
ク
ラ
を
使
い
、
い
つ
も

の
半
分
の
味
噌
と
同
量
の
牛
乳
で
ミ
ル
ク

味
噌
を
作
り
、
鍋
に
入
れ
火
を
止
め
ま

す
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は「
美
味
し
い
」

「
あ
ま
り
火
を
使
わ
ず
に
簡
単
に
で
き
る

か
ら
暑
い
時
期
に
作
り
や
す
い
」
と
好
評

で
し
た
。

　

今
後
も
季
節
や
参
加
者
の
年
齢
に
合
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
牛
乳
料
理
を
Ｐ
Ｒ
し
、
牛

乳
の
消
費
拡
大
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
レ
シ
ピ
等
は
生
乳
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
生
乳
課
）

機
器
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
講
習
を
行
い

ま
し
た
。
夏
本
番
に
向
け
て
、
搾
乳
機
器

の
洗
浄
な
ど
に
関
す
る
基
礎
を
皆
さ
ん
で

再
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
宮
野
郁
子
部
長
よ

り
中
止
が
決
定
し
た
行
事
や

今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
例

年
の
よ
う
な
女
性
部
全
体
で

の
交
流
会
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、
状
況
を
見
な
が
ら
各
地

区
の
部
会
ご
と
で
活
動
し
て

い
く
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
皆
さ
ん
で
近
況

報
告
を
交
え
な
が
ら
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
公
私
と

も
に
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
に

な
り
、
会
え
る
機
会
が
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
久

し
ぶ
り
の
集
ま
り
に
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
大
勢
で
集
ま
っ
て
の
研

修
な
ど
は
難
し
い
現
状
で
す

が
、
安
全
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
る
研

修
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
津
山
支
所
）

簡単で好評だった乳和食料理

研修会に参加の勝英酪農女性部の皆さん
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子
牛
を
グ
ッ
と
強
く
す
る

～
結
局
、初
乳
っ
て
何
ℓ
あ
げ
れ
ば
い
い
の
？
～

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

原
口　

知
弥

○
は
じ
め
に

　

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
６
月
よ
り
全
酪

連　

中
四
国
事
務
所
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
新
入
職
員
の
原
口
知
弥
と
申
し
ま
す
。

農
業
高
校
を
卒
業
後
、
大
学
で
動
物
行
動

学
を
学
び
、
３
月
ま
で
は
大
学
院
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
は
初
乳
の
お
話
で
す
。「
出

生
直
後
の
子
牛
に
は
初
乳
を
給
与
し
て
免

疫
を
獲
得
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い

う
話
は
よ
く
聞
く
か
と
思
い
ま
す
。
私
も

着
任
し
て
３
ヶ
月
で
す
が
、
耳
に
タ
コ
が

で
き
る
ほ
ど
聞
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

生
時
体
重
の
８
％
か
ら
10
％
（
３
ℓ
～
４

ℓ
）
を
可
能
な
限
り
早
く
給
与
し
、
さ
ら

に
生
後
12
時
間
以
内
に
２
ℓ
を
追
加
で
飲

ま
せ
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
字
を
聞
い
て
、
そ
ん
な
に
飲

ま
せ
な
い
と
い
け
な
い
の
⁉
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私
の
場
合
、
体
重

が
１
２
０
㎏
あ
る
の
で
、
生
ま
れ
て
す
ぐ

に
12
ℓ
の
牛
乳
を
飲
ん
で
、
さ
ら
に
12
時

間
以
内
に
６
ℓ
飲
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

計
算
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
か
な
り
大

変
で
す
。
図
１
は
、
一
般
的
な
初
乳
の
給

与
量
を
求
め
る
計
算
式
で
す
。
ち
ょ
っ
と

複
雑
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
を
理
解

す
れ
ば
、
な
ぜ
こ
ん

な
に
飲
ま
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
が

見
え
て
き
ま
す
。
今

回
は
こ
の
式
を
４
つ

に
分
け
て
紐
解
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

○
体
重
と
血
清
量

　

血
液
は
一
見
す
る

と
液
体
で
す
が
、
採

取
し
て
し
ば
ら
く
放

置
す
る
と
「
血
餅
」

と
「
血
清
」
に
分
離

し
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
、
私
た
ち

が
ケ
ガ
を
す
る
と
、

瘡
蓋
（
か
さ
ぶ
た
）

が
で
き
て
透
明
な
液

体
が
出
て
く
る
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
瘡

蓋
の
部
分
が「
血
餅
」

と
呼
ば
れ
る
赤
血
球

や
血
小
板
な
ど
の
血

球
が
固
ま
っ
た
も
の

で
、
透
明
な
液
体
が

「
血
清
」
に
な
り
ま
す
。
血
清
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、

体
を
守
る
た
め
に
多
く
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
牛
の
血
清
量
は
体
重
の
９
％

と
言
わ
れ
て
お
り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
メ

ス
の
生
時
体
重
は
平
均
42
㎏
な
の
で
１
頭

当
た
り
３
ℓ
か
ら
４
ℓ
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。

○
目
標
Ｉ
ｇ
Ｇ
移
行
量

　

血
清
中
に
は
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
い
う

タ
ン
パ
ク
質
が
存
在
し
ま
す
。
免
疫
グ
ロ

ブ
リ
ン
は
体
内
に
入
っ
て
き
た
異
物
（
細

菌
、
微
生
物
、
ウ
ィ
ル
ス
）
を
発
見
す
る

と
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
く
っ
つ
き
、「
貪
食

細
胞
」
と
い
う
体
の
中
の
異
物
を
除
去
し

よ
う
と
す
る
細
胞
に
食
べ
ら
れ
た
り
排
除

さ
れ
た
り
し
ま
す
。
血
清
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
が
存
在
し
ま
す

が
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ｇ
（
Ｉ
ｇ
Ｇ
）
が

そ
の
う
ち
の
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
が
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の

量
の
基
準
と
な
る
の
で
す
。
出
生
直
後
の

子
牛
は
免
疫
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
た

め
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
を
初
乳
か
ら
摂
取
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
う
え
に
、
最
低
で
も
血
清
１

ℓ
あ
た
り
10
ｇ
の
Ｉ
ｇ
Ｇ
が
必
要
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
計
算
す
る
と
42

㎏
の
子
牛
の
場
合
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
は
約
38
ｇ
体

内
に
吸
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
下
回
る
と
受
動
免
疫
移
行
不
全

（
Ｆ
Ｐ
Ｔ
）
に
な
り
、
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

〇
Ｉ
ｇ
Ｇ
移
行
率

　

と
こ
ろ
が
、
初
乳
を
大
量
に
摂
取
し
て

も
初
乳
中
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ｇ
（
Ｉ
ｇ

Ｇ
）
を
全
て
吸
収
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
Ｉ
ｇ
Ｇ
は
小
腸
の
表
面
に
あ
る
穴
か

ら
吸
収
さ
れ
ま
す
が
、
時
間
が
経
つ
と

徐
々
に
そ
の
穴
が
塞
が
り
、
吸
収
す
る
能

力
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
図
４
は
、
初

乳
給
与
と
Ｉ
ｇ
Ｇ
吸
収
率
の
時
間
変
化
の

グ
ラ
フ
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
生
後
６

時
間
以
降
に
初
乳
を
給
与
し
た
子
牛
は
Ｉ

ｇ
Ｇ
が
十
分
に
吸
収
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
分
娩
の

状
況
や
子
牛
の
健
康
状
態
に
よ
っ
て
大
き

く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
の
吸
収
率

は
20
％
か
ら
50
％
と
か
な
り
バ
ラ
つ
き
が

図１　初乳の給与量の計算式

確実な免疫移行のために必要な初乳の給与量（ℓ）
　＝体重（㎏）×血清量（0.09）×目標IgG移行量（10ｇ／ℓ）÷IgG移行率（0.2）÷初乳中IgG量
例）体重42㎏の子牛で計算すると…
　　　42×0.09×0.01÷0.2÷0.05＝3.78　初乳は3.78ℓ必要　となる

図２　IgGの役割
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あ
り
ま
す
。

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。１
袋（
２
５
０

ｇ
）
中
に
Ｉ
ｇ
Ｇ
が
70
ｇ
以
上
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
出
生
直
後
に
２
袋
を
２
ℓ
の
温

湯
（
45
～
50
℃
）
に
溶
解
し
、
40
℃
前
後

ま
で
冷
ま
し
て
か
ら
清
潔
な
哺
乳
瓶
で
給

与
。
そ
の
後
、
出
生
か
ら
12
時
間
以
内
に

１
袋
を
１
ℓ
に
溶
解
し
給
与
す
れ
ば
、
目

標
に
グ
ッ
と
近
づ
き
ま
す
！
他
に
も
、

グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
プ
レ
ミ
ア
ム
は
溶
解
性

が
良
く
、
機
能
性
に
優
れ
た
全
卵
粉
末
、

子
牛
の
１
日
の
要
求
量
を
満
た
す
ミ
ネ
ラ

ル
・
ビ
タ
ミ
ン
、
お
な
か
の
調
子
を
整
え

る
乳
酸
菌
・
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
、
吸
収
率
の

高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
中
鎖
脂
肪
酸
を
配

合
し
て
い
ま
す
。

○
初
乳
中
Ｉ
ｇ
Ｇ
量

　

ま
た
、
初
乳
も
全
て
が
同
じ
Ｉ
ｇ
Ｇ
濃

度
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
初
乳
に
は
８
ℓ

ル
ー
ル
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
乳
量
が
８

ℓ
を
超
え
る
と
成
分
が
薄
ま
っ
て
し
ま
う

た
め
、
十
分
に
抗
体
移
行
が
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
漏
乳
（
分
娩
前
か
ら
泌
乳

し
て
い
る
こ
と
）
が
起
き
て
し
ま
う
と
、

栄
養
成
分
、
成
長
因
子
、
抗
体
の
３
つ
が

減
少
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
他

に
も
、
初
産
牛
よ
り
も
経
産
牛
の
方
が
初

乳
の
量
・
質
と
も
に
多
い
傾
向
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
初
乳
の
給
与
量
を

考
え
る
時
に
は
、
Ｉ
ｇ
Ｇ
含
量
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
初
乳
中
の
Ｉ
ｇ

Ｇ
含
量
は
か
な
り
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
す

が
、
平
均
す
る
と
55
ｇ
／
ℓ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
基
準
に
計
算
を
す

る
と
、
最
低
で
も
３
・
８
ℓ
は
飲
ま
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

 

つ
ま
り
子
牛
は
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ｇ

を
十
分
吸
収
す
る
た
め
に
初
乳
を
大
量
に

飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
最
近
の
調
査
で
は
約
44
％
の
初
乳

が
良
質
な
初
乳
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
ｇ
Ｇ

の
量
は
機
械
で
測
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
分
娩
中
は
な
か
な
か
測
定
す
る
時

間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
、
全
酪

連
の
初
乳
代
替
製
品
「
グ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト

プ
レ
ミ
ア
ム
」
で
Ｉ
ｇ
Ｇ
を
補
完
し
て
み

○
お
わ
り
に

　

今
回
は
初
乳
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し

た
。
適
切
な
初
乳
給
与
は
牛
の
生
産
性
に

も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
皆
様
、
日
々
お

忙
し
く
お
過
ご
し
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

今
一
度
初
心
に
戻
っ
て
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
私
た
ち
全
酪
連
職
員
も
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図５　グッドスタートプレミアム

図４　初乳給与とIgG吸収率の時間変化 図３　IgGの腸壁からの吸収イメージ
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畜
産
研
究
所
で
は
、
超
高
能
力
乳
用
牛

及
び
優
秀
和
牛
雌
牛
か
ら
採
取
し
た
受
精

卵
を
供
給
し
ま
す
。
ま
た
、
産
肉
能
力
の

優
れ
た
和
牛
を
基
幹
種
雄
牛
と
し
て
選
抜

し
、
凍
結
精
液
の
生
産
と
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
受
精
卵
と
精
液
の
供

給
に
よ
り
、
本
県
の
乳
用
牛
及
び
肉
用
牛

の
改
良
増
殖
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
当
研
究
所
で
繋
養
中
の
受

精
卵
供
給
可
能
な
供
卵
牛
及
び
基
幹
種
雄

牛
を
紹
介
し
ま
す
。

乳
用
牛
受
精
卵

　

当
研
究
所
の
乳
用
牛
は
、
近
年
で
は
北

海
道
か
ら
導
入
し
た
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の

高
い
雌
畜
や
輸
入
受
精
卵
産
子
を
中
心
に

受
精
卵
を
採
取
し
改
良
を
進
め
て
い
ま

す
。
能
力
評
価
に
お
い
て
は
北
海
道
の
牛

が
上
位
を
占
め
る
中
、
経
産
牛
で
は
、
全

国
の
検
定
牛
の
う
ち
総
合
指
数（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）

が
算
出
で
き
る
約
14
万
頭
の
う
ち
52
位
の

牛
を
繋
養
し
、
未
経
産
牛
で
は
約
３
万
頭

中
、
上
位
千
位
に
入
る
も
の
が
４
頭
い
ま

す
。（
表
１
）
今
後
も
、
牛
の
特
徴
を
活

か
し
、
よ
り
早
く
よ
り
進
ん
だ
改
良
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
牛
を
含
む
年
間
延
べ

数
十
頭
の
採
卵
時
期
に
つ
い
て
は
牛
の
体

調
等
見
な
が
ら
決
定
し
ま
す
の
で
、
詳
細

は
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
等
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

和
牛
受
精
卵

　

和
牛
で
は
、
産
肉
能
力
育
種
価
上
位
の

牛
を
中
心
に
採
卵
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
繋
養
中
の
上
位
牛
は
表
２
の
と
お
り
で

す
が
、「
ふ
く
ひ
さ
」
産
子
の
脂
肪
交
雑

は
、
平
均
№
８
・
８
、
う
ち
５
頭
が
10
以

上
と
優
れ
た
産
肉
成
績
を
期
待
で
き
る
雌

牛
で
す
。
次
の
「
ひ
ろ
は
つ
は
な
」
は
４

頭
の
枝
肉
成
績
か
ら
枝
肉
重
量
平
均
が

５
６
１
・
４
㎏
と
増
体
に
優
れ
、
全
頭
Ａ

５
等
級
と
質
と
量
を
期
待
で
き
る
雌
牛
で

す
。「
第
３
と
し
ひ
め
」は
、父
が
北
盛
栄
、

祖
父
が
沢
茂
勝
、
曽
祖
父
が
利
花
と
、
平

成
の
岡
山
和
牛
を
支
え
て
き
た
基
幹
種
雄

牛
か
ら
な
る
雌
牛
で
、
令
和
イ
チ
オ
シ
基

幹
種
雄
牛
の
美
恵
茂
と
の
枝
肉
成
績
に
お

い
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
12
を
記
録
す
る
な
ど
今

後
も
活
躍
が
期
待
で
き
る
雌
牛
で
す
。「
８

さ
わ
ひ
め
２
」
は
、
産
子
７
頭
の
平
均
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
が
９
・
０
で
あ
り
、
枝
肉
重
量
も

平
均
５
２
１
・
１
㎏
と
質
量
兼
備
の
雌
牛

で
す
。

和
牛
精
液

　

和
牛
種
雄
牛
は
、
肉
質
・
肉
量
に
優
れ

た
基
幹
種
雄
牛
及
び
検
定
中
の
候
補
種
雄

牛
を
繋
養
し
て
い
ま
す
。

畜
産
研
究
所
か
ら
明
日
へ
つ
な
が
る
系
統
を
！

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

表１　岡山県繋養　乳用牛供卵牛成績

表２　岡山県繋養　和牛供卵牛成績

◎乳用牛評価報告（経産牛）2020年２月公表 採卵予定等は９月時点
順位 登録番号 名　　　　　号 特　　　徴 総合指数 採卵予定
52 1407270799 ＯＡＣ　キヤロツトケイ　ヨダー　キアリス　ＥＴ 産乳成分、乳器指数が高い 3,328 R３.４月頃

◎未経産GNTP（ゲノミック評価成績）2020年２月公表 採卵予定等は９月時点
順位 登録番号 名　　　　　号 特　　　徴 総合指数 採卵予定
36 1354972012 ＯＡＣ　キアリス　ハイヌーン　キルア　キヤロツトＫ　ＥＴ ほぼ全ての指数が高い 3,752 授精中
50 1600872127 ＯＡＣ　ゼツプ　モントーヤ　ゼツト 産乳成分が高い 3,687 未定
638 1600872226 ＯＡＣ　リラ　ローリエイト　エクスプローシヨン　ロア　ＥＴ 産乳成分、繁殖形質が高い 3,045 未定
789 1354972036 ＯＡＣ　キヤメロン　モントーヤ　キヤスト　チヤシテイ　ＥＴ 乳量、疾病繁殖成分が高い 2,968 授精中

名　　号 登録番号 生年
月日

供卵牛の系統 第51回育種価
今後の採卵予定

父 祖父 曽祖父 枝肉
重量

ロース
芯面積

脂肪
交雑

BMS
順位

ふくひさ　　 黒原1493345 H20.12.29 安福久 平茂勝 安福165の9 C B1 1% 52 10月９日、１月15日

ひろはつはな 黒2421010　 H23.09.10 茂洋 千代桜 糸藤 A1 ３% ３% 83 12月11日、３月12日

第３としひめ 黒2494281　 H26.06.04 北盛栄 沢茂勝 利花 C B1 ３% 104 11月６日、１月15日

８さわひめ２ 黒原1410727 H19.05.02 百合茂 平茂勝 北国7の8 ３% A1 ５% 172 11月６日、２月19日

82020.9月号 2020.9月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



　

基
幹
種
雄
牛
の
概
要
は

表
３
の
と
お
り
で
す
。
和

牛
雌
牛
を
飼
養
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
後
継

牛
作
出
や
肥
育
素
牛
生
産

に
こ
れ
ら
の
種
雄
牛
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
候
補
種
雄
牛
の

精
液
は
１
本
７
７
０
円

（
消
費
税
込
）
と
お
求
め

や
す
い
価
格
で
提
供
し
て

お
り
、
Ｆ
１
生
産
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
Ｆ

１
生
産
に
は
当
研
究
所
の

精
液
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

お
わ
り
に

　

今
回
紹
介
し
た
牛
以
外

に
も
様
々
な
特
徴
を
持
っ

た
供
卵
牛
、
種
雄
牛
が
お

り
ま
す
の
で
、
受
精
卵
及

び
精
液
の
譲
渡
を
希
望
さ

れ
る
方
、
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
、
畜
産
研
究
所
ま

た
は
お
近
く
の
家
畜
保
健

衛
生
所
、
県
民
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

表３　岡山県基幹種雄牛の概要

種雄牛名
血統 第51回育種価ランク

特長
父 祖父 曽祖父 枝肉

重量
ロース
芯面積

脂肪
交雑

美恵茂 茂洋 勝忠平 茂波
（事業団） A1 A1 ３%

○抜群の脂肪交雑、高い枝肉重量・ロース芯
面積

○脂肪の質が良く（オレイン酸が高い）、小
ザシ

○波系の血液が濃く、交配しやすい

新岡光81 茂洋 平茂勝 北国7の8 ３% A1 ５%

○質量どちらも抜群の能力
○家畜改良事業団評価も高く、全国に精液販

売中
○産子は大型傾向、産子平均価格も市場平均

以上（Ｒ２.７子牛市：去勢）

藤沢茂 沢茂勝 藤平茂
（事業団） 北国7の8 A1 ３% B2

○枝肉重量、特にロース芯面積が高能力
○家畜改良事業団を通じて全国に精液販売中
○産子は体型安定、産子平均価格も市場平均

以上（Ｒ２.７子牛市：去勢）

～
そ
の
乳
房
炎
、

洗
浄
不
良
が
原
因
か
も
!?
～

　
「
最
近
、
乳
房
炎
が
多
い
な
…
、
バ
ル
ク

乳
の
細
菌
数
が
多
い
な
…
」
と
、
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
搾
乳
機
器
の
洗
浄
は

機
械
に
任
せ
て
あ
る
か
ら
き
ち
ん
と
で
き
て

い
る
は
ず
！
」
と
過
信
し
が
ち
で
す
が
、
洗

浄
不
良
が
乳
房
炎
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

県
で
は
『
お
い
し
い
県
産
牛
乳
生
産
支
援

事
業
』
で
、
洗
浄
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
必
要

な
機
器
の
整
備
や
修
繕
を
支
援
し
て
い
ま
す

（
補
助
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
50
万
円
／

件
）。
各
地
域
の
酪
農
経
営
支
援
チ
ー
ム
が

ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
洗
浄
分
析
や
拭

き
取
り
検
査
を
行
い
、
洗
浄
効
果
を
確
認
し

ま
す
。
関
連
機
器
の
故
障
等
が
洗
浄
不
良
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の

事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
水
質
検
査
及
び

消
毒
・
ろ
過
・
除
鉄
な
ど
の
装
置
の
整
備
や

修
繕
も
支
援
し
て
い
ま
す
（
同
右
）。
上
水

以
外
の
水
を
農
場
で
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
水
質
の
検
査
と
改
善
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

愛
牛
を
長
く
健
康
に
飼
う
た
め
に
、
搾
乳

機
器
の
洗
浄
シ
ス
テ
ム
の
改
善
と
水
質
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。（岡

山
県
畜
産
課
）
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笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
子
猫
を
飼
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
３
匹
…
。

男
の
子
が
２
匹
、
女
の
子
が
１
匹
で

す
。
サ
ビ
猫
、
茶
ト
ラ
、
白
猫
と
容
姿

も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

　

見
た
目
は
ど
の
子
も
可
愛
く
、
仕
草

も
可
愛
い
。癒
さ
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

一
度
遊
び
だ
す
と
大
運
動
会

が
始
ま
っ
て
、
部
屋
中
の
机

や
棚
に
飛
び
移
り
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
叩
き
落
し

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
電

池（
体
力
？
）が
切
れ
る
と
、

ス
ヤ
ス
ヤ
と
眠
り
始
め
、
そ

の
姿
を
見
て
い
る
と
「
ま

あ
、
い
い
か
」
と
許
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

家
を
留
守
に
し
よ
う
も
の

な
ら
、
帰
っ
て
き
て
玄
関
を

開
け
る
瞬
間
が
一
番
の
恐
怖

で
す
。
大
体
は
想
像
ど
お

り
、
は
た
ま
た
、
想
像
以
上

の
と
き
も
し
ば
し
ば
。

　

甘
え
て
く
る
と
き
や
寝
て

い
る
と
き
は
天
使
に
見
え
ま

す
。
し
か
し
、
大
運
動
会
中

の
所
業
を
見
て
い
る
と
、
悪
魔
か
と
思

い
ま
す
。

　

で
す
が
、
飼
っ
て
い
る
私
た
ち
の
方

も
笑
っ
た
り
怒
っ
た
り
と
、
い
ろ
ん
な

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
も
ら
え
、
家
が
明

る
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
子
猫

を
も
ら
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

子
猫
た
ち
の
い
る
生
活
は
、
仕
事
で

疲
れ
て
帰
れ
ば
癒
さ
れ
て
、
疲
れ
て
眠

ろ
う
と
す
れ
ば
夜
中
の
大
運
動
会
が
始

ま
る
、
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
寝
不
足
な
毎

日
で
す
。

天
使
か
悪
魔
か
⁉

　
（
南
支
所　

び
ほ
く
事
務
所

高
橋　

信
介
）

　

８
月
10
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
の

担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
瀬
戸
内
市
長

船
町
の
守
時
理
恵
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

守
時
さ
ん
の
酪
農
は
、
曾
祖
父
が
始
め

ら
れ
、
理
恵
さ
ん
で
四
代
目
に
な
り
ま

す
。
理
恵
さ
ん
は
酪
農
大
学
校
を
卒
業

後
、
数
年
お
か
ら
く
の
ヘ
ル
パ
ー
職
員
と

し
て
蒜
山
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
、
岡
山
県
を
離
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
四
月
よ
り
長
船
町
で
ご

両
親
と
酪
農
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
職
員
だ
っ
た
こ
ろ
と
全
然
変

わ
ら
ず
、
ハ
キ
ハ
キ
と
し
た
し
ゃ
べ
り
方

で
、
取
材
日
（
８
月
６
日
）
は
朝
早
く
か

ら
陽
が
あ
た
り
暑
い
日
で
し
た
が
、
頭
に

牛
柄
の
タ
オ
ル
を
巻
き
、
元
気
に
作
業
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
の
修
さ
ん

は
、「
自
分
の
代
で
廃
業
を
考
え
て
い
た

の
で
、
今
ま
で
機
械
は
修
理
で
対
応
し
、

あ
ま
り
設
備
投
資
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。

で
も
娘
が
や
る
と
い
う
の
で
、
施
設
等
を

本
人
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
な
あ
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
理
恵
さ
ん
は
、「
両
親

と
一
緒
に
こ
こ
で
牛
を
飼
う
と
い
う
の
が

自
分
の
夢
だ
っ
た
の
で
、
今
少
し
夢
が

叶
っ
て
い
る
か
な
あ
。
規
模
を
大
き
く
す

る
の
で
は
な
く
、
今
の
状
態
を
守
っ
て
続

け
て
い
く
の
が
当
面
の
希
望
で
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
両
親
と
仲
良
く
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介

・
金
曜
日　

イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

18
時
50
分
か
ら
の
放
送
に
な
り
ま
す
。

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な
り

ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ
観

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
生
乳
課
）

守時理恵さんとお父さんの修さん

102020.9月号 2020.9月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



事

報

理

会

告

　

令
和
２
年
７
月
31
日
、
第
２
３
５
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
２
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

岡
田
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
２
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
２
年
度
６
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
第
７
回
通
常
総
会
の
意
見
に
対
す
る
回

答
に
つ
い
て

　

総
会
へ
の
意
見
に
対
す
る
回
答
に
つ
い

て
協
議
し
、
回
答
を
農
家
へ
送
付
す
る
こ

と
と
し
た
。

○
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

給
餌
頭
数
に
よ
り
料
金
差
が
あ
っ
た
昼

給
餌
料
金
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て

協
議
し
、
改
正
を
決
定
し
た
。

○
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
専
任
職
員
就
業
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

小
規
模
農
家
対
策
の
対
象
農
家
の
飼
養

頭
数
に
つ
い
て
協
議
し
、
改
正
を
決
定
し

た
。

○
液
体
窒
素
凍
結
保
管
器
購
入
助
成
に
つ

い
て

　

搾
乳
農
家
の
液
体
窒
素
凍
結
保
管
器
が

経
年
劣
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
新
に

係
る
経
費
の
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

○
全
戸
巡
回
に
つ
い
て

　

全
戸
巡
回
の
留
意
点
、
参
考
資
料
、
巡

回
者
を
協
議
し
、
決
定
し
た
。

○
異
物
混
入
（
加
水
）
に
関
す
る
乳
質
管

理
に
つ
い
て

　

異
物
混
入
（
加
水
）
に
関
し
て
、
管
理

基
準
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
生
乳
の
安

全
安
心
へ
の
取
り
組
み
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
中
国
生
乳
販
連
と
浸
透

圧
値
（
氷
点
）
に
よ
る
指
導
体
制
等
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
報
告
事
項

　

地
区
共
進
会
の
日
程
に
つ
い
て
、
令
和

元
年
度
中
央
拠
出
金
の
精
算
に
つ
い
て
、

生
乳
出
荷
に
お
け
る
異
物
混
入
等
の
注
意

喚
起
に
つ
い
て
、
第
１
四
半
期
苦
情
等
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

昼
給
餌
料
金
の
改
正
に
よ
り
、
出
役
調

整
金
の
改
正
に
つ
い
て
協
議
し
、
改
正
を

決
定
し
た
。

○
臨
時
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
内
規
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

昼
給
餌
料
金
の
改
正
に
よ
り
、
出
役
調

整
金
の
改
正
に
つ
い
て
協
議
し
、
改
正
を

決
定
し
た
。

○
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
傷
病
互
助
制
度
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

傷
病
互
助
制
度
利
用
対
象
者
の
積
立
金

を
減
額
す
る
こ
と
を
協
議
し
、
改
正
を
決

定
し
た
。

○
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
拡
大
奨
励
措
置
の

新
入
職
員
紹
介

　

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
鏡
野
Ｃ
Ｓ
所
属

の
三
浦
優
衣
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
秋
田

県
男
鹿
市
で
す
。
男
鹿
は
三
方
向
を
海
に

囲
ま
れ
た
半
島
で
、
な
ま
は
げ
が
有
名
な

と
こ
ろ
で
す
。

　

鏡
野
Ｃ
Ｓ
で
の
業
務
は
、
主
に
生
乳
の

受
入
検
査
や
抗
生
物
質
等
の
依
頼
検
査
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
受
入
検
査
で
は
集
乳

車
が
次
々
に
帰
っ
て
く
る
と
目
が
回
る
忙

し
さ
で
、
慣
れ
る
ま
で
大
変
で
し
た
。
先

輩
方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
顕
微
鏡

で
細
菌
数
や
体
細
胞
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た

り
、
抗
生
物
質
の
反
応
を
判
定
し
た
り
、

依
頼
検
査
の
結
果
を
農
家
に
報
告
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

働
き
始
め
た
こ
ろ
は
、
酪
農
に
つ
い
て

の
知
識
が
何
も
な
い
状
態
で
し
た
の
で
、

聞
こ
え
て
く
る
単
語
す
べ
て
が
初
耳
で
し

た
。
加
え
て
、
私
は
岡
山
の
人
間
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
方
言
も
よ
く
分
か
ら
ず
、

聞
こ
え
た
言
葉
を
メ
モ
し
て
は
調
べ
る
毎

日
で
し
た
。
無
論
、
現
在
進
行
形
で
、
酪

農
に
つ
い
て
も
方
言
に
つ
い
て
も
勉
強
中

で
す
。

　

仕
事
に
つ
い
て
い
く
の
に
必
死
で
大
変

な
毎
日
で
す
が
、
お
か
ら
く
の
職
員
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
酪
友
運
送
と

き
び
じ
酪
農
運
輸
の
運
転
手
の
方
々
に
も

助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々
の
業
務

に
励
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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生乳販売量（令和２年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和２年度）生乳販売量（令和元年度） 購買取扱数量（令和元年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

４～７

４～７

全 国

岡山県

北海道

月

７

７

７

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５９７,２８６
２,４１８,６６０

８,１７８
３３,８８０
３４３,２１８

,

３３４,０９６
１,２６２,０８４

８,００６
３２,４４６
９５,６３４

１２３,３１２
６０５,８２０

８９
１,０４１

１１２,３８０

１３９,８７８
５５０,７５３

８３
３９２

１３５,２０４

101.2 
101.4 
110.9 
111.8 
101.8 

106.7 
100.2 
112.6 
112.3 
120.3 

93.6 
111.1 
61.4 
110.7 
95.7 

96.2 
95.1 
72.2 
86.2 
96.4 

5,865

5,773

8,205

7,384

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
猛
暑
や
天
候
不
順
の
影
響
を
受
け
、
一
部
初
妊
牛
導
入
に
対
す

る
警
戒
感
が
見
ら
れ
た
が
、
上
場
の
中
心
が
秋
分
娩
と
な
り
、
更
新
需
要
を
中
心
と
し

た
一
定
量
の
需
要
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
均
価
格
は
70
万
３
千
円
（
前
月
比

１
千
円
高
）
と
相
場
は
持
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
秋
産
み
需
要
の
継
続
が
見
込
ま
れ
る
が
、
出
回
り
頭

数
の
増
加
も
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
持
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

９月の主な行事

24日　管理職会議

25日　牛乳料理コンクール書類審査

30日　理事会

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
例
年
の
行
事
は
全

て
中
止
。

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
何
も
な
い
、
今
月
も

寂
し
い
行
事
予
定
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
令
和
の
こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
ス
タ

イ
ル
に
変
化
し
て
い
く
の
か
な
～
。

　
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と
い
う
よ
う

に
、
笑
顔
の
パ
ワ
ー
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
吹

き
飛
ば
し
た
い
で
す
ね
。

（
Ｎ
）
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